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■本日のプログラム  内部卓話 

「職業奉仕月間に因んで」 

■司会          SAA 篠原 英会員 

■点鐘             中川 宏行会長 

■ロータリーソング  我らの生業 

                                               

 

■会長挨拶         会長 中川 宏行 君 

 

皆さん、こんに

ちは、真岡ロータ

リークラブ第 3118

回例会のご参加あ

りがとうございま

す。はじめに、お

客様の紹介をさせ

ていただきます。

本日より会員となります市村茂朗さまです。今日から

私たちの仲間のとなります。よろしくお願いします。

さて、1月は職業奉仕月間となります。職業奉仕はロ

ータリーの核心。多くの会員にとって地域社会で奉仕

を行う土台となるものです。ロータリーの職業奉仕で

は、地域社会のニーズを取組み、支援を必要とする人

たちが自らの力で生活を立てていけるよう支援するた

め、多彩な職業の知識とスキルを活用することが求め

られています。今日の斉藤ＰＰによる内部卓話のテー

マは、この職業奉仕についてですので、深く勉強させ

ていただきます。斉藤ＰＰ、宜しくお願いします。斉

藤ＰＰからは 30分以上時間が欲しいとのことですの

で、以上で会長挨拶とさせていただきます。 

 

■新入会員バッチ授与      市村 茂朗 君 

市村です。これから宜しくお願いいたします。会社

の紹介ですが、日立グループで電子部品のコンデンサ

ーを主体で製造販売を行っています。2020年に日立製

作所より分離独立、

本社を工場のある

真岡に持って 

きました。製品

につきましては、

どこの家庭でも家

電製品も含めてコ

ンデンサーという

部品は使われてい

ると思います。当

社の製品はどちらかというと家庭向けより太陽光、風

力発電等の大型発電、医療機器のＣＴ、ＭＲＴ、電車

の駆動系、エレベータなどに使われていて、海外への

輸出比率は 60％～70％。国内よりも海外向けが多く

なっています。今までは日立グループということで、

その中でやっていけばよかったのですが、これからは

真岡に本社を置いて、地域に根差した会社であること

も重要と考え、今回ご推薦いただきまして入会させて

いただきました。これからも末永く宜しくお願いしま

す。 

 

■委員会報告 プログラム委員長  岡本 俊夫 君 

 

先のプログラム

ですが 3/13の外

部卓話が埋まって

いませんでした。

当初、真岡市長さ

まを予定していま

したが、公務で調

整がつかず、2550

地区の中で初めて

ガバナーになるであろう今のエレクトをお呼びするこ

とといたしました。本人も快くお引き受けいただきま

して、内容もロータリーの特別な核心についてのお話
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ではなくて、広く雑学も入れてのロータリー広範にわ

たるお話をしたいと、そのように聞いておりますの

で、どうぞ皆さん宜しくお願いしたいと思います。 

 もうひとつ、先のことですが 3月末に真岡市が友好

都市を結んでおります台湾斗六市長と愛媛県の観光協

会の役員 30数名が真岡においでになるということ

で、ロータリーの方でも何かご協力をいただけたら有

難いと思っています。これはロータリー会員として、

また、観光協会会長の立場として前もって皆さんにお

願いしておきたいと思います。どうぞよろしくお願い

致します。 

 

■本日のスマイルボックス    杉田 貞一郎 君 

中川 宏行君  市村様、入会おめでとうございます。仲

間と一緒にﾛｰﾀﾘｰを楽しみましょう！斉

藤ＰＰ卓話ありがとうございます。 

小金 幹典君 本日は斉藤ＰＰ、卓話ありがとうござい

ます。拝聴させていただきます。市村さ

んご入会ありがとうございます。よろし

くお願い致します。 

篠原  泉君 斎藤君の奉仕の原点についての御見識を

老体ゆえに拝聴出来ず残念に思います。

熱の帯びたお話を期待しております。時

節柄、皆様、体調にご留意ください。篠

原泉忘言語録より 

岡本 俊夫君 市村君（忠男ではないよ）の入会を歓迎

します。仲良くやりましょう。斉藤敏彦

ＰＰ、本日は卓話を快く受けていただき

感謝します。ありがとう‼1/16～/18 台湾

の娘テイアナが甥（8 才）を連れて来真

しました。会長、柳田エレクト、柳君あ

りがとう。 

広瀬 紀夫君 市村さん入会おめでとうございます。斉

藤さん卓話お疲れ様です。 

斉藤 敏彦君 本日入会されました市村様よろしくお願

い致します。本日の卓話ガマンして聞い

てください。 

石塚 龍夫君 市村様ご入会誠におめでとうございま

す。仲間と共にロータリーを楽しみまし

ょう！ 

大越 正和君 斎藤ＰＰ卓話宜しくお願いします。 

渡邉 佳寛君 斎藤ＰＰ卓話宜しくお願いします。心し

て拝聴致します。市村茂朗様入会誠にお

めでとうございます。 

中島 弘司君 市村様、入会おめでとうございます。 

 

■内部卓話「職業奉仕月間に因んで」 

奉仕プロジェクト委員長  斉藤 敏彦 君 

 

皆様、こんに

ちは、今年度奉

仕プロジェクト

委員長を仰せつ

かっています齊

藤です。本日は

内部卓話という

ことでプログラ

ム委員長の岡本

パスト会長より「職業奉仕月間に因んで」という題名

で、話をしてくれと言われました。ロータリー活動の

根幹でもある奉仕ということで、わたくしよりも経験

のある先輩方がいる中で、まとまりのある話ができる

かどうかわかりませんが、我慢して聞いていただけれ

ば幸いです。また、本日入会されました、市村様にお

かれましては、わがクラブの最初の卓話が、私であっ

たこと、誠にご愁傷さまです。我慢してお時間をすご

してください。職業奉仕の話の前にロータリーの目的

についてもう一度はなしておきたいとおもいます。ロ

ータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の

理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には

（第一）知り合いを広めることによって奉仕の機会と

すること。（第二）職業上の高い倫理基準を保ち、役

立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕

する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なもの

にすること。（第三）ロータリアン一人一人が、個人

として、また事業および社会生活において、日々、奉

仕の理念を実践すること。（第四）奉仕の理念で結ば

れた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理

解、親善、平和を推進すること。とロータリーの友に

書いてあります。自分自身知り合いを広めるため高い

倫理基準を保ちながら、キャバクラ通いを実践してお

ります。横松会員が入会するときに、高潔性って何で

すかと広瀬パスト会長に聞きに行ったことを思い出し

ました。どういう答えだったかは定かではありませ

ん。もう一つ奉仕の理念の礎になっている『四つのテ

スト』があります。1905年 2月にシカゴで創設され

てから約 45年後 1954年にハーバードＪテ－ラーによ

って作られ著作権がロータリーに渡ったようです。

「真実かどうか」「みんなに公平か」「好意と友情を深

めるか」「みんなのためになるかどうか」この言葉は

当時の悪徳商取引の中で倒産寸前までいった会社が合

言葉にし、立て直しをしながら最終的完成したようで

す。今一度この四津のテストのことばの意味をそれぞ

れ私たちロータリアンが個々で解釈することが必要で

はないでしょうか。それでは、ロータリーでは職業奉

仕の位置づけとして、クラブ奉仕・職業奉仕・社会奉

仕・国際奉仕・青少年奉仕の五大奉仕があります。そ

の中で、職業奉仕は私たちがそれぞれの職業を通じて

社会に貢献する、ロータリー独自の大切な考え方で

す。具体的には「四つのテスト」を意識しながら仕事

に取り組み、公平・誠実な行動を心がける。そして自

分が持つ専門知識や技術、経験を社会のために役立て

ることで、地域社会・広くは世界に良いインパクトを

もたらすことを目指します。職業奉仕は、私たちが日

頃行っている経済活動と社会貢献を結びつけるもので

あり、言い換えれば「働き方・仕事ぶりそのものが奉

仕につながる」という点が特徴だと言えます。真岡ロ

ータリー活動では、コロナ禍のなかでとぎれてはいま

すが、過去には職業奉仕委員会で 中学生への出前講

座などで、会員企業の会社紹介等を行い、いろいろな

仕事が存在すること、またその中で（大変なこと、楽

しいこと、やりがいのあること。）など子供たちに間

接的に職業奉仕の啓発活動を行っています。ロータリ

ー事業とは別に、個々に中学生の職場体験、高校生の

インターンシップ支援など 地元の中学校や高校、専

門学校などと連携して、ロータリー会員の職場を開放

したり、職業人としての講話を行ったりしているので

はないでしょうか。実際に生徒たちからは「普段は見



 

 

真岡ロータリークラブ 市村忠男 会長テーマ「変化の芽を育みましょう－話して、聞いて、考える－」 

えない大人の仕事の現場や考え方を知ることができ

て、将来を考える良いきっかけになった」という声を

多くいただいています。真岡ロータリーの会員でもあ

るアオキシンテックさんなどでは、栃木アントレプレ

ナー・コンテストというイベントを毎年開き栃木の学

生さんに起業支援を行っています第 12回を迎えてい

るようです。また JAはが野さんでは真岡北稜高校で

の地元特産品開発のアドバイスなどを行っています。

これによって地域の売上向上や観光客の増加といった

成果も見られるようです。 

こういった個々の活動がロータリーの理念に合致し

ているのではないでしょうか。週一回の例会も外部卓

話や 内部卓話、などでの活動が職業奉仕の理念や職

業倫理につながっていくのではないでしょうか。そし

てロータリアン以外の方にも「四つのテスト」の考え

方を知っていただくために職業奉仕とはちょっとずれ

ますが 41回も続いているサッカー大会、バレーボ

ール大会、などが青少年奉仕という形で表れていると

思います。これらの活動の成果が、若い世代への職業

教育の充実や、地域活性化への貢献、そしてロータリ

アン自身の職業倫理の強化につながっていくものと信

じています。一方で、私たちの職業奉仕活動には、い

くつかの課題も見えてきています。まず 1つ目は、活

動のマンネリ化や参加者の固定化です。同じメンバー

が長く続けることは大切ですが、新しい風を取り入れ

る工夫が不足しているかもしれません。また、若手や

新規会員の取り込み不足。次世代を担う方々、あるい

は地域で活躍する若い専門家を積極的に巻き込めてい

ない現状があります。ITや DXといった新しいスキル

を持った方々がロータリーに加わることで、さらに多 

角的な視点や手法を取り入れていかなければならな

いかもしれません。また、課題の多様化・ニーズの変

化に対応できているか、ということ。コロナ禍や労働

環境の変化、SDGsへの意識など、時代の流れはどん

どん加速しています。今までのやり方だけでは十分に

応えきれない部分も出てきています。このような課題

に対して、今後どのような取り組みが考えられるでし

ょうか。かっこよく言えば、1つ目は、DX（デジタル

変革）の活用です。オンライン講演会や SNSや

YouTubeでの情報発信など、デジタルを活用すること

で若手との接点を増やしたり、広範囲への啓発が可

能。2つ目は、異業種連携の促進。ロータリーにはす

でに多種多様な業種の方が参加していますが、そこを

さらに越えて NPOや行政、学生ともコラボレーション

するなど。3つ目は、次世代育成へのコミット。中高

生や大学生に向けた職業講話や研修プログラムを定期

的に行い、職業観や倫理観を育む場を作る。そういっ

た活動を通じて、「ロータリーって面白い」と感じて

もらい、将来の会員候補として意識してもらえるかも

しれません。4つ目は、サステナブルな活動の推進で

す。SDGs（持続可能な開発目標）の項目を意識しなが

ら、私たちの職業活動がどのように地球環境や社会課

題解決に貢献できるかを考える。こうした姿勢が、新

しいパートナーシップを生むきっかけにもなるでしょ

う。改めて強調したいのは、職業奉仕こそがロータリ

ーの根幹であり、私たちが日頃の仕事や専門知識を通

じて社会に貢献できる、大きな機会だという点です。

これまで培ってきた成功体験を踏まえつつ、時代の変

化や社会のニーズにも応えられるよう、異業種連携や

次世代育成、そしてサステナビリティの視点を取り入

れて活動を進めていくことが重要です。職業奉仕月間

を機に、皆さまの職業や専門性を改めて見つめ直し、

社会への貢献を強化していきましょう。ご静聴ありが

とうございました以上で私の卓話を終わります。最後

までお聞きいただき、ありがとうございました。 

 

 

■出席報告            大森 貴之 君 

 

 

■次回のプログラム 2/6(木) 12:30～ 

 真岡商工会議所にて月初例会を行います。 

 

 

 

 
■スマイルボックス（7 月 18 日現在） 

 

前回までのスマイル繰越金 666,560 

会員 25.000 

ビジター 0 

本日のスマイル合計 25.000 

スマイル今期累計 691,560 

前回までの米山繰越金 18,762 

本日の米山 0 

米山今期累計 18,762 

■月間予定出席者 

在籍 48 名 出席免除者  1 名（有資格者 1 名 + 有理由者 名） 

例会日 出席義務 事前 MU 事後 MU 出席者 内免除者 欠席者 出席率（％） 

補正後 月 日        

本日 1 月 16 日 47 3 0 34 1   13 73 

■月間出席率（％）※例会欠席は前日 15 時までに必ず事務局(☎0285-84-2511, fax 84-2510)までお知らせ下さい。 

7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

            

 

■月間予定出席者 

在籍 48 名 出席免除者  1 名（有資格者 1 名 + 有理由者 名） 

例会日 出席義務 事前 MU 事後 MU 出席者 内免除者 欠席者 出席率（％） 

補正後 月 日        

本日 1 月 23 日 48 1 0 35 0   13 73 

■月間出席率（％）※例会欠席は前日 15 時までに必ず事務局(☎0285-84-2511, fax 84-2510)までお知らせ下さい。 

7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

            

 


